
【中津市】H28.4.18（月） 記者会見資料（秘書広報課） 

中津の力を結集！ 

サブイボマスク・プレイベント『道 半
みちなかば

町
まち

祭り』を開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．主旨 

中津をメインロケ地として撮影された映画「サブイボマスク」の全国公開を６月１１

日に控え、５月１５日（日）に中津文化会館でロケ地先行上映会（ファンキー

加藤氏、門馬直人監督の舞台挨拶あり）が開催されます。 

全国から集まった参加者を、メインロケ地である日ノ出町商店街に誘客して中津のフ

ァンになっていただくため、日ノ出町商店街を基点としたイベント「道半町祭り」を開

催します。地元商店街のみなさんを始めとする産学官の各団体が集い「道半町祭り実行

委員会」を立ち上げ、映画と連動した地元の盛り上がりを創出します。 

※ 道半町（みちなかばまち）とは、映画「サブイボマスク」の舞台となる架空の町名で

す。 

  

市民エキストラも多数参加           地元小学生も出演 

 

 

 

① 日ノ出町商店街を中心に、新博多町商店街や中津駅など

街中が映画の舞台である「道半町」に変身！  

② 商店街の皆さんを中心に産学官連携による手作りのイベ

ントです。ロケ地で盛り上がれ！！ 

③ 映画初主演のファンキー加藤さんも先行上映会に登場！ 

（先行上映会には、遠くは「茨城県」からいらっしゃいます。） 

ポイント 



２．「道半町祭り」の概要 

中津商店街連合会区域内（日ノ出町商店街～新博多町商店街）を期間限定で「道半

町商店街」と名付け、商店街全体に映画で使用したノボリや横断幕等を飾り付けます。

また、映画で使用された美術品展示コーナーを設け、ロケ地としての盛り上がりを創

出します。 

  全 体  

・商店街にサブイボマスクののぼり旗を立てて、サブイボマスク一色にする。 

・市内幼稚園・保育園の園児にサブイボマスクキャラクターのぬり絵をして

いただき、商店街に展示。 

  ５月１４日（前夜祭）  

・5 月 14 日に前夜祭として、劇中でも行われる商店街での街コンを開催。 

  ５月１５日（先行上映会当日） 

・5 月 15 日に日ノ出町商店街で「城下町中津あきんど市場」を、新博多町商

店街で「南部自由市場」を同時開催し、サブイボマスクロケ地先行舞台言挨拶

付上映会とのコラボイベントとして実施。 

・昨年７月２８日に行われた「なかつ・きつき地域活性化映画フードコンテスト」で

見事大賞となり、映画「サブイボマスク」劇中で登場する鱧を使った新規グ

ルメ「道半揚げ」を販売。 

・新博多町商店街で、映画「サブイボマスク」のシーンにあるプロレス興行（商

店街プロレス）を開催。 

・期間限定で、JR 中津駅ホームで電車発着時に劇中歌「春雄の唄」を流す。 

・その他、各種イベントや出店を企画しています！ 

  

劇中同様に飾り付けます           ノボリも設置 

  

劇中の飾り付けを残した店舗          商店街プロレス 

  



【参考資料】 

■映画「サブイボマスク」ロケ地先行舞台挨拶付上映会について 

開催場所 中津文化会館 

上映日  ５月１５日（日） 

上映時間 ①１２時開場、１２時３０分開演（上映終了後に舞台挨拶） 

②１５時３０分開場、１６時開演（上映開始前に舞台挨拶） 

 

■映画「サブイボマスク」のストーリー 

日本のどこかにある寂れた地方都市、道半町（みちなかばまち）。 若者は都会に出

てゆき、残された者には働く場所もない。 近隣の巨大ショッピングモールに客を奪わ

れ、商店街はほぼゴーストタウン。 

消滅可能性都市に認定され、このままではダム底に沈みかねない状況だ。商店街の

人々に育てられた熱血青年団員の春雄（ファンキー加藤）は、そんな地元に何とか元

気を取り戻そうと、孤軍奮闘の日々を送っていた。 

今日もミカン箱の上に立って、ジジババを相手に“1 人感動ライブ”。 だが、盛り上

がってくれるのは幼なじみで自閉症の権助（小池徹平）だけで、元カノの出戻りシン

グルマザー・雪（平愛梨）にも呆れられてしまう。 

ウザイ、サムイ、空気ヨメナイ。そう言われても諦めない春雄の胸には、幼い頃、

覆面レスラーで町のヒーローだった父と交わした約束があった。「笑えば明日が、やっ

てくる」「感動の鳥肌は、最強ー！」 ある日、春雄は、亡き父親の形見をかぶって歌

うことを思い付く。 

“心のトリハダ”を呼び覚ます謎のシンガー、その名も「サブイボマスク」！あま

りにも暑苦しく、そして真っ直ぐなその歌とメッセージに最初こそ苦笑いだった商店

街の面々も、少しずつやる気を取り戻し始めた。 

そして、雪が何気なく投稿したサブイボマスクのライブ動画は当事者たちの思惑を

はるかに超え、すさまじい勢いで閲覧・シェアされていく。「サブイボ超絶笑える」「歌

詞ウザイ」「なぜだろう、ちょっと可愛い」 寂れていた商店街は、サブイボ見たさの

にわかファンで大混乱。 

最初は素直に喜んでいた地元民も、観る人すべてを困惑させる、あまりに暑苦しい

その演奏は、少しずつ周囲を巻き込み、やがて SNS 経由で爆発的人気を博して──。 

大混乱におちいった過疎の町で、春雄がとった行動とは!? 


